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避難勧告

●災害の危険が高まっています。

●避難行動を開始してください。

危
険
度 

中

避難指示（緊急） ※旧「避難指示」
●人命に関わる危険が高まっています。

●避難中の人は、直ちに避難を完了してください。
●避難所への移動が間に合わない場合は、緊急

的に命を守る行動をとってください。

危
険
度 

大

今月の紙面

データで知る帯広
6月末の人口と世帯数
人口▶167,695人
 （前月比＋68人）

　男▶80,087人
　女▶87,608人
世帯▶87,118世帯
 （前月比＋54世帯）

0件（前月比－２件）

ご　み　量

資源ごみ（Sの日）量　

2,445t
（前年同月比＋213t）

616t
（前年同月比＋21t）

6月の火災発生件数

6月の家庭ごみ排出量

「主 役はあなた」の
介護予防……………… 3

■
みんなで取り組む

『協働』のまちづくり… 4
■

子育てを応援しませんか
………………………… 6

■
平成 30 年度採用
帯広市職員の募集…… 13

し
た
道
路
で
側
溝
の
境
界
が
見
え
に
く

い
た
め
に
転
落
す
る
事
故
も
発
生
し
て

い
ま
す
。

35
年
ぶ
り
と
な
る
台
風
災
害

　

帯
広
市
で
は
、
昨
年
の
台
風
10
号
に

よ
る
大
雨
で
、
札
内
川
と
戸と
っ
た蔦
別べ
つ

川
の

堤
防
が
決
壊
し
た
ほ
か
、
橋
の
崩
落
、

住
宅
地
や
畑
の
冠
水
な
ど
大
き
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
付
近
の
住
民
を
対

象
に
、
35
年
ぶ
り
と
な
る
避
難
勧
告
な

ど
を
発
令
す
る
事
態
に
な
り
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
備
え
が
重
要

　
「
避
難
す
べ
き
状
況
な
の
か
」「
ど
こ

に
避
難
す
べ
き
か
」「
避
難
す
る
と
き

の
持
ち
物
は
」
な
ど
、
大
災
害
時
に
は
、

日
常
生
活
で
は
考
え
も
し
な
い
判
断
を

迫
ら
れ
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
最

善
の
判
断
を
し
て
、
自
分
や
大
切
な
人

の
命
を
守
る
に
は
、
平
常
時
に
お
け
る

「
命
を
守
る
備
え
」
が
重
要
で
す
。

　

帯
広
市
で
は
、
災
害
を
未
然
に
防
ぐ

「
防
災
」
に
加
え
て
、
災
害
に
よ
る
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
「
減
災
」
の
視

点
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
減
災
は
災
害

時
に
お
い
て
、
自
分
で
自
分
の
命
を
守

る
「
自
助
」、
地
域
や
近
所
の
人
が
互

い
に
助
け
合
う
「
共
助
」、
国
や
自
治

体
が
支
援
す
る
「
公
助
」
が
、
そ
れ
ぞ

れ
機
能
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

次
頁
で
は
、
皆
さ
ん
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い「
自
助
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

近
年
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
な
る
と
、

日
本
の
上
空
に
前
線
が
停
滞
し
、
し
ば

し
ば
大
雨
を
降
ら
せ
て
い
ま
す
。
傾
斜

の
急
な
山
や
川
が
多
い
地
域
で
は
、
崖

崩
れ
や
土
石
流
、
川
の
氾
濫
な
ど
が
発

生
し
、
人
々
の
生
命
が
脅
か
さ
れ
る
自

然
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
短
時
間
に
狭
い
範
囲
で
非

常
に
激
し
く
降
る
雨
（
ゲ
リ
ラ
豪
雨
）

も
頻
発
し
て
い
て
、
特
に
道
路
が
舗
装

さ
れ
た
都
市
部
で
は
、
雨
水
が
地
面
に

吸
収
さ
れ
ず
、
川
の
急
激
な
増
水
、
住

宅
の
浸
水
と
い
っ
た
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
雨
で
増
水
し
た
川
を
見
に

行
っ
て
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
浸
水

住み慣れた地域でいつまで
も元気に暮らしていくために、
介護予防に取り組みましょう。

避難情報の状況ととるべき行動

「災害時の避難」呼びかけが変わりました

「平成28年台風10号による
 災害対応の検証結果」を５月に公表

フードバレーとかちは、十勝の強みである食と農林漁業を生かした地域成長戦略です。

※「おびひろ 暮らしと防災ガイド２０１６（保存版）」は、従来の名称
　を用いているので、読み替えてください。

避難準備・高齢者等避難開始 ※旧「避難準備情報」
●災害が発生する可能性が高まっています。

●いつでも避難できるよう準備してください。
●避難に時間を要する人、支援が必要な人は、

避難行動を開始してください。

危
険
度 
小

大雨による
災害に備える

総務課（市庁舎５階、☎65・4103）問い合わせ
大雨による災害時の行動を再確認し、雨が多い季節に備えましょう。

崩落した岩内町明星橋冠水した市内住宅地（北海道開発局提供）

増水した十勝川（市民提供） 浸水し破壊された札内川河川敷運動公園

　昨年 12月に国は、災害発生の危険度に応じて住民避
難を指示する名称を変更しました。

　昨年の台風 10 号で明らかになった課題について検証
し、その対応策などを整理しました。詳細は、総務課
で閲覧できるほか、市ホームページでご覧になれます。
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※１次持ち出し品　避難時にすぐに持ち出すべき必要最小限の備えで、被災時・非常時の最初の１日をしのぐための物品です。避難生活が長期化し
た時のために、３日間程度をしのぐ「２次持ち出し品」を備えておくことも大切です。（２次持ち出し品は暮らしと防災ガイドをご覧ください）

命
を
守
る
た
め
の
備
え

　

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
、
ま
ず
、

す
べ
き
こ
と
は
、
自
分
の
命
を
守
る
行

動
「
自
助
」
で
す
。
自
分
が
無
事
な
ら
、

周
囲
の
人
を
「
救
助
す
る
人
」
に
な
れ

ま
す
。

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

　

大
災
害
時
に
は
電
気
、
水
道
、
ガ
ス

と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
使
え
な
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
食
料
や
生
活
必
需

品
が
手
に
入
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
食
料
や
飲
料
水
な
ど
、
必
要

な
も
の
を
備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。（
表
１
）

浸
水
想
定
区
域
な
ど
を
確
認

　

浸
水
想
定
区
域
と
は
、
川
が
氾
濫

し
、
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
場
所
の
こ
と

で
す
。
自
宅
が
ど
の
区
域
に
当
た
る
か

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
浸
水
想

定
区
域
や
避
難
所
は
、
昨
年
11
月
に
全

戸
配
布
し
た「
お
び
ひ
ろ 

暮
ら
し
と
防

災
ガ
イ
ド
２
０
１
６
（
保
存
版
）」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

最
新
の
災
害
情
報
を
集
め
る

　

激
し
い
雨
風
や
川
の
流
れ
る
音
、
サ

イ
レ
ン
な
ど
、「
何
か
い
つ
も
と
違
う

な
」
と
感
じ
た
ら
、
自
ら
情
報
を
集
め

ま
し
ょ
う
。
市
や
国
か
ら
も
随
時
、
災

害
情
報
を
発
信
し
ま
す
。（
表
２
）

　

得
ら
れ
た
情
報
は
、
家
族
、
近
所
な

ど
周
囲
の
人
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
テ
レ
ビ

　

天
気
予
報
や
災
害
情
報
な
ど
、
多
く

の
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。
デ
ー
タ
放
送

（
リ
モ
コ
ン
の
ｄ
ボ
タ
ン
）
は
、
市
が

発
令
す
る
避
難
情
報
や
、
避
難
所
開
設

情
報
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
ラ
ジ
オ

　

電
池
式
の
小
型
ラ
ジ
オ
は
持
ち
歩
き

に
便
利
で
、
停
電
の
影
響
も
受
け
に
く

い
の
で
必
需
品
で
す
。
ま
た
、
地
域
に
密

着
し
た
チ
ャ
ン
ネ
ル「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

Ｆエ
フ
エ
ムＭ
放
送
」（
Ｆ
Ｍ–
Wウ

イ

ン

グ

I
N
G
76
・
１

M
H
z
、
Ｆ
Ｍ

–
Jジ
ャ

ガ

A
G
A
77
・
８

M
H
z
）
は
重
要
な
情
報
源
で
す
。

▼
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン

　

最
も
身
近
に
あ
る
通
信
手
段
で
、
周

囲
と
の
連
絡
に
加
え
、
気
象
情
報
や
災

害
情
報
な
ど
も
得
る
こ
と
が
で
き
て
、

非
常
に
有
効
で
す
。

▼
広
報
車

　

広
報
車
や
消
防
車
な
ど
で
、
避
難
の

呼
び
掛
け
を
行
い
ま
す
。

避
難
す
る
と
き
に
は

　

災
害
の
危
険
が
高
ま
っ
た
と
き
に
は
、

隣
近
所
で
声
を
掛
け
合
い
、
お
互
い
の

状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
、
高
齢
者
や
介
護
・
介
助
が
必
要

な
人
な
ど
に
は
、
早
め
の
状
況
確
認
と

避
難
誘
導
が
必
要
で
す
。

表２

表１  非常持ち出し品リスト（※１次持ち出し品）

防
災
情
報

ボタン
を活用！

再配布を希望する場合は、総務課
まで連絡してください。

□ペットボトル飲料水
　（500ml×６本、大人１人当たりの目安）
□常備薬・持病薬など
□携帯ラジオ
□懐中電灯
□電池

□非常用食料
□ろうそく・ライター
□万能ハサミ
□軍手・手袋
□ロープ
□毛抜き
□消毒薬
□脱脂綿
□ガーゼ
□絆

ば ん そ う こ う

創膏
□包　帯
□サバイバルブランケット

◉下記は個々の状況によって必要性が異なります
□貴重品類　　　　□女性用品
□高齢者用品　　　□赤ちゃん用品

□三角巾
□マスク
□レジャーシート
□簡易トイレ
□タオル
□ポリ袋
□トイレットペーパー
□ウエットティッシュ
□ガムテープ
□油性マジック
□筆記用具
□現金（10 円玉）
　（公衆電話用）

お
び
ひ
ろ

暮
ら
し
と
防
災
ガ
イ
ド

　緊急時は、市ホームページのトップページに、「緊急・警戒情報」を掲載する
ほか、市フェイスブック、市ツイッターで災害状況や避難情報、避難所開設
情報などを発信します。また、コミュニティーＦＭ局との協定により、きめ
細やかなラジオ放送を行います。

災害状況や避難情報など、緊急を要するときは、登録の有無に関わら
ず市内全域の携帯電話に、市から「緊急速報メール」を配信します。

国が管理する十勝川の水位が上昇し、氾濫の恐れがあるときや、氾濫
が発生したときは、国土交通省から「緊急速報メール」が届きます。

問い合わせ　国土交通省  北海道開発局  帯広開発建設部治水課（☎ 24・4105）

　下記の配信日時に、帯広市内に
いる人の携帯電話やスマートフォ
ンなどに一斉に配信します。受信
にかかる通信料は無料です。マ
ナーモードにしていても着信音が
鳴る場合があるので、不都合があ
る場合は、電源を切ってください。
配信日時　９月３日（日）、９時頃

市フェイス
ブック

市ホーム
ページ

⇧QRコードで簡単アクセス⇧

市ツイッター

地域防災訓練の参加者募集

緊急・警戒
情報

訓練配信を受信できなかった場合
は、実際の災害時にも受信できな
い可能性があります。
携帯電話販売店などに確認し、受
信できるように備えてください。

市が発信する災害情報

緊急速報メール

　

非
常
持
ち
出
し
品
は
、
す
ぐ
に
持

ち
出
せ
る
よ
う
に
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
に
詰
め
て
、玄
関
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

　

職
場
や
学
校
に
い
る
時
に
、
災
害

が
発
生
し
た
場
合
の
避
難
所
が
ど
こ

な
の
か
、
家
族
で
確
認
し
て
お
く
こ

と
も
大
切
で
す
。

　「自らの命は自ら守る」をテーマに、今年度は啓北連合町内会
と市が共催し、住民参加型の防災訓練を実施します。
　啓北連合町内会地域以外からの参加
希望者は、申し込みが必要です。
日時　９月３日（日）、９時～ 13 時
場所　第一中学校（西 13 北７）
申し込み　８月９日（水）までに、電話
で総務課へ。

（
Ａ
４
版
）

　

よ
り
確
か
な
情
報
を
得
る
た
め
に
、

多
く
の
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

・
災
害
の
危
険
が
少
な
い
段
階
で
、
避

難
に
時
間
的
な
余
裕
が
あ
る
場
合
は

遠
く
て
も
浸
水
し
な
い
避
難
所
へ
、

遠
く
へ
避
難
で
き
な
い
人
や
緊
急
の

場
合
に
は
、
近
く
の
避
難
所
の
高
層

階
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

・
悪
天
候
の
と
き
に
川
の
様
子
を
見
に

行
く
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
。
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

市

国

注意点

緊急速報メールの
訓練配信を行います

緊急速報メール
【訓練】 避難勧告発令
【これは緊急速報メールの訓練

配信です】
帯広市からの発表
十勝川の増水により、９時 00 分
に第一中学校周辺に避難勧告を
発令しました。
次の施設を避難所として開設し
ています。
・第一中学校
周囲の状況をよく確認し、避難
行動を行ってください。

（帯広市）

配信内容

注
意
点

注
意
点

注
意
点

注
意
点
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